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海
外
日
誌
（
二
＋
入
）

基
部
省
在
外
研
究
員

山
　
本

一

圭
円、
ぞ

宍
驚
十
薦
隼
や
月
㎜
皿
緊
冠
（
木
）

　
朝
、
曇
り
空
心
氣
遣
ひ
な
が
ら
、
シ
ャ
ン
ク
エ
の
丘
の
上
価
散
歩
し
、
大
學
理

音
部
の
屋
上
に
天
文
壷
の
ド
ー
ム
な
見
糞
が
、
此
所
ば
大
し
れ
設
備
准
持
っ
て
る

な
い
定
聞
い
て
ゐ
糞
の
で
、
爲
眞
な
一
二
枚
撮
つ
れ
に
止
め
て
、
訪
問
旭
ぜ
す
Q

む
し
ろ
、
庭
内
の
見
物
に
時
を
費
し
れ
Q
瑞
西
國
政
臨
や
國
會
議
院
、
幾
つ
か
の
公

園
、
憂
な
廊
下
附
き
の
賑
や
か
な
街
路
な
ご
面
白
か
つ
六
が
、
名
物
ε
し
て
ば
、
や

ば
り
、
ニ
デ
ク
橋
爪
の
熊
の
穴
亡
、
ク
ラ
ム
街
に
あ
ろ
幾
つ
か
の
噴
泉
定
、
由
緒

深
い
時
腎
鐘
で
あ
っ
♪
○
蒔
計
量
　
μ
恰
も
十
二
時
の
報
時
た
見
糞
が
、
熊
や
小
鳥

や
鐘
つ
き
の
人
形
．
ε
も
が
、
出
力
り
入
つ
糞
り
ず
ろ
有
様
“
、
「
い
か
に
も
念
の
入

つ
糞
も
の
だ
」
亡
思
に
ぜ
ろ
o
I
l
一
勿
論
、
、
作
つ
六
最
初
の
意
味
ぱ
、
軍
な
ろ
余

興
以
外
に
、
今
少
し
眞
面
目
な
も
の
で
あ
っ
表
ろ
う
ピ
思
ふ
が
。

　
午
後
二
畔
雫
．
ベ
ル
ン
獲
〇
五
時
、
チ
ウ
リ
ヒ
に
露
着
し
て
、
こ
れ
で
圃
萱
族
行

な
終
へ
、
少
憩
、
カ
フ
ェ
ー
ぱ
い
の
後
、
六
時
更
に
チ
ゥ
リ
ヒ
た
獲
し
て
、
七
時

坐
ー
バ
ー
セ
ル
着
。
ホ
テ
ル
・
コ
ン
テ
翠
ン
タ
ル
に
入
る
。

　
バ
ー
デ
遊
星
…
護
ロ
兄
の
報
た
新
聞
で
翫
知
ろ
。
又
，
帥
道
面
総
目
目
塞
・
の
第
一
報
、
保
｛
寸

窯
大
勝
の
こ
ぐ
」
為
新
聞
で
よ
む
○

†
白
軍
†
一
日
（
豊
）

　
朝
、
雨
葎
冒
し
失
ミ
ユ
ン
ス
タ
ー
寺
た
見
、
其
の
北
側
の
皇
地
に
立
っ
て
、
始

め
て
ラ
イ
ン
の
流
れ
・
為
見
六
Q
連
目
皿
の
雨
で
水
ば
濁
っ
て
み
る
O
l
一
そ
れ
か
ら

大
玉
の
鴎
ル
ヌ
ー
可
館
に
二
i
タ
ム
マ
i
敏
授
ご
其
の
天
文
肇
亡
々
訪
ふ
れ
。
天

丈
塵
何
し
て
匡
藤
高
の
赤
．
道
縫
が
一
つ
霊
、
ほ
か
匡
古
い
天
球
儀
や
口
書
が
あ
る

に
過
ぎ
な
い
が
、
二
i
タ
ム
マ
一
毫
長
ば
マ
ド
リ
ド
以
來
の
馴
染
で
あ
り
、
話
し

て
見
る
書
、
「
將
來
匡
．
光
電
光
度
計
で
愛
光
星
准
研
究
す
る
つ
も
り
で
す
」
な
ご
定

言
っ
て
ゐ
ら
れ
糞
。
「
二
三
日
前
に
、
あ
な
六
の
大
學
の
松
山
教
授
も
來
ら
れ
ま

し
て
れ
：
：
…
：
］
蜜
も
言
艮
れ
穴
。

　
午
後
二
時
、
バ
ー
ゼ
ル
の
瑞
西
停
車
揚
嚢
。
バ
ー
ゲ
ン
停
車
揚
で
猫
逸
入
り
の

四
〇

公
め
諸
検
査
が
あ
っ
て
、
三
乱
獲
車
。
　
1
急
に
、
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
行
き
た
思

ひ
立
ち
、
ア
ペ
ン
ン
イ
ヤ
ー
で
乗
り
換
へ
、
國
境
の
ケ
ー
ル
騨
で
ま
ご
つ
い
て
、

ラ
イ
ン
の
鐵
矯
を
、
蜀
か
ら
佛
へ
、
佛
か
ら
濁
へ
、
幾
度
か
徒
ち
わ
穴
り
し
れ
後

汽
車
た
捕
へ
て
、
目
的
の
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
に
旧
い
訊
μ
の
ば
七
時
渦
｝
ぎ
で
、
あ
っ
象

÷
剛
月
細
臼
（
十
7

　
少
々
仙
並
行
用
品
の
口
貝
ひ
物
た
す
ろ
の
が
㌦
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
へ
山
皿
出
目
っ
て
來
れ

目
的
の
一
つ
で
あ
っ
糞
の
に
、
來
て
見
て
、
今
朝
氣
が
つ
い
六
こ
芝
ほ
、
今
日
が

総
聖
者
日
の
祭
日
で
、
旨
々
に
皆
閉
ぢ
ら
れ
て
る
る
”
　
致
し
方
な
く
市
街
た
あ

る
キ
、
ま
に
り
、
〃
レ
ー
ベ
ル
廣
場
や
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
グ
廣
目
語
た
経
、
ミ
ユ
ン
ス
タ

ー
で
土
目
の
祭
り
の
覧
た
見
、
城
の
廣
揚
か
ら
大
品
通
り
に
出
れ
。
京
都
大
學
の

村
岡
教
授
が
託
し
此
の
大
學
．
で
學
ば
れ
象
こ
亡
が
あ
る
の
た
思
び
出
す
Q

　
十
蒔
頃
、
大
茶
天
丈
豪
な
訪
ね
カ
が
、
壷
長
エ
ス
〃
ラ
ン
ゴ
ン
氏
に
不
在
、
一
・

助
手
に
案
内
さ
れ
丈
、
諸
設
備
葎
見
る
Q
十
四
吋
の
メ
ル
ソ
・
レ
プ
ソ
ッ
，
ド
赤
道

儀
匡
、
近
頃
、
ド
ー
ム
の
蓮
韓
や
観
測
椅
子
に
も
皆
電
力
潜
用
み
る
や
う
に
改
め

ら
れ
■
、
叉
、
五
吋
の
子
午
環
ば
接
眼
部
に
大
改
良
た
加
へ
糞
り
し
て
、
戦
後
フ
ラ

ン
ス
の
も
の
に
な
つ
六
此
の
天
文
豪
ば
随
意
近
い
將
來
の
活
躍
た
豫
期
し
て
み

る
Q
　
お
霞
に
か
れ
つ
む
り
料
理
奄
始
め
て
食
べ
れ
が
、
英
子
に
大
賢
御
午
に
召
し
穴

ら
し
い
け
れ
ご
自
分
ば
眞
つ
李
一
O

牽
回
月
囮
回
日
（
日
）

　
朝
入
時
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
糞
。
又
、
囑
逸
入
り
。
ケ
ー
ツ
で
税
閣
検
査
、
ア
ベ

ン
ン
イ
ア
で
乗
り
換
へ
、
北
行
。
窓
外
ば
雨
。

　
別
に
用
事
も
な
い
の
れ
が
、
十
一
蒔
力
碁
ル
ス
ル
ー
へ
に
下
車
．
し
て
見
れ
O
停

車
場
の
位
置
が
ベ
テ
カ
卜
書
の
記
事
ビ
違
っ
て
み
る
穴
め
、
少
々
ま
ご
つ
音
、
電

車
で
市
中
に
出
、
城
の
廣
場
の
雨
の
景
か
見
糞
。
一
f
二
時
護
、
三
時
ハ
イ
デ
ル

ヒ
に
着
き
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ガ
ー
。
ホ
フ
ミ
い
ふ
宿
屋
に
入
る
。

　
猫
逸
の
有
名
な
大
學
町
ビ
し
て
、
特
に
自
分
に
は
當
國
鑓
一
の
天
丈
毫
の
所
在

地
定
し
て
長
く
憧
れ
て
ゐ
糞
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ビ
に
來
穴
定
い
ふ
ご
ピ
に
、
嬉
し
く

も
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
、
天
氣
の
悪
ろ
い
の
が
情
な
か
つ
糞
。
有
名
な
ネ
カ
ー
川

も
見
醒
い
も
の
だ
亡
、
宿
た
出
て
、
新
橋
の
ほ
ミ
リ
た
散
歩
し
て
見
実
が
、
連
日
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の
大
雨
で
川
匡
大
水
に
濁
り
、
霧
で
打
興
も
き
か
す
、
城
の
上
、
ケ
ニ
グ
ス
ト
ウ

ル
の
山
全
燈
に
雲
で
掩
に
れ
て
る
る
Q
そ
れ
に
一
1
こ
ん
な
町
で
さ
へ
、
ド
イ
ツ

人
糞
ち
の
無
作
法
さ
に
驚
か
さ
れ
六
Q

十
月
■
桃
園
（
月
）

　
朝
十
時
置
コ
ル
ン
・
マ
ル
〃
ト
か
ら
登
山
鐵
這
で
天
丈
蔓
の
あ
ろ
ケ
ニ
グ
ス
ト

ウ
ッ
山
に
登
ろ
。
憺
々
し
く
雨
に
降
り
し
斗
、
る
O
漸
く
、
森
の
中
に
天
丈
藁
為
見

つ
け
て
入
っ
て
見
れ
ば
、
フ
ロ
ス
ト
、
シ
ヤ
プ
レ
イ
爾
氏
の
紹
介
歌
た
持
っ
て
來

索
の
に
拘
ら
す
、
稟
長
マ
ク
ス
・
テ
ル
フ
教
授
ば
下
山
中
で
不
在
ピ
い
ふ
滲
々
な

不
評
で
あ
る
。
止
む
為
得
す
、
ミ
ユ
ン
ド
ラ
ー
氏
の
案
内
で
、
本
館
や
大
小
望
遠

鏡
室
か
見
ゼ

ら
れ
六
。
十

六
吋
の
プ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ

ー
ス
腐
眞
鏡

鑓
鈍
難
　
　
　
　
　
　
　
η

反
射
鏡
や
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時

六
吋
牛
レ
プ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計

ソ
ル
ド
子
午
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐘

環
や
、
十
二

吋
ク
レ
ス
マ

ン
赤
遺
儀
な

ご
、
何
れ
も
學
界
に
功
名
嚇
々
表
ろ
器
械
で
あ
る
が
、
自
分
ば
此
の
天
丈
塞
の
設

備
に
つ
い
て
に
多
少
の
躁
備
知
識
が
あ
っ
れ
の
で
、
格
別
、
新
し
い
印
象
ば
無
か

つ
六
〇
何
よ
り
も
竃
孟
長
に
愈
【
へ
な
か
つ
六
の
が
残
念
で
、
ミ
ユ
ン
ド
ラ
ー
氏
は
北
ハ

れ
た
切
り
に
氣
の
毒
が
つ
て
く
れ
六
が
、
此
の
天
盛
皇
に
ほ
逡
か
ら
ざ
ろ
内
に
再

び
訪
れ
る
こ
ビ
が
あ
ろ
・
・
三
思
っ
て
此
の
日
ぼ
下
山
し
カ
。

　
午
後
三
時
爽
。
五
時
フ
ラ
ン
〃
フ
ル
ト
に
着
。
1
一
雨
は
止
ま
な
い
。

　
十
■
月
四
日
（
火
）

　
晴
れ
六
空
に
元
氣
付
け
ら
れ
て
、
朝
か
ら
カ
イ
ザ
ー
街
、
シ
ラ
ー
廣
揚
、
ゲ
ー

テ
立
場
、
ナ
ペ
ラ
館
あ
栄
リ
々
歩
い
れ
後
、
ヒ
ル
シ
・
ダ
ラ
ー
ベ
ン
の
ゲ
ー
テ
の

家
や
、
薔
市
街
、
ド
ー
ム
な
ぞ
も
一
通
り
に
見
嚢
。
午
後
に
三
時
か
ら
大
辛
へ
行

春
、
物
理
館
の
一
角
に
婁
え
る
天
文
秦
な
訪
問
。
ボ
ダ
氏
に
迎
へ
ら
れ
、
研
究
室

や
、
子
午
室
や
、
入
吋
赤
道
儀
た
見
糞
。

　
昨
日
ま
で
の
豪
雨
に
、
此
の
地
方
到
ろ
所
に
洪
水
か
齎
し
て
、
新
聞
ば
多
く
の

被
害
な
報
じ
て
み
る
O
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
低
い
街
々
に
マ
イ
ン
河
の
水
に
荒
さ

れ
て
み
る
）

十
割
月
五
8
（
水
）

　
朝
九
畦
牛
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
か
獲
し
、
ゴ
ル
ド
ヴ
タ
イ
ン
を
経
て
、
十
一
時
マ

イ
ン
ソ
に
來
て
見
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
軍
の
占
領
地
帯
で
、
貨
幣
に
フ
ラ
ン
ス
物
、

噂
刻
も
フ
ラ
ン
ス
畦
間
が
用
ゐ
ら
れ
、
言
葉
に
フ
ラ
ン
ス
語
、
汽
車
も
フ
ラ
ン
ス

式
外
來
者
ば
放
券
の
検
査
…
…
…
し
か
も
市
街
に
出
て
見
れ
ば
、
戒
違
令
下
の
市

民
全
膣
が
、
や
匡
リ
ド
イ
ソ
の
貨
幣
ご
、
ド
イ
ソ
畦
間
ピ
が
ド
イ
ツ
語
に
よ
つ
て

用
ゐ
ら
れ
て
る
ろ
亡
い
ふ
復
雑
さ
ロ
ー
1
此
の
二
重
生
活
の
余
波
か
受
け
て
、
吾

々
に
「
無
切
符
乗
車
」
ε
い
ふ
名
の
下
に
停
寧
場
で
罫
金
二
十
フ
ラ
ン
づ
」
な
徴
ぜ

ら
れ
☆
U

　
午
後
、
族
行
事
務
か
か
れ
、
電
車
で
非
ー
ス
バ
ー
デ
ン
へ
行
昏
、
〃
ー
ア
ハ
ウ

ス
や
城
の
あ
糞
リ
為
見
物
し
カ
〇

十
■
月
六
日
（
木
）

　
朝
七
時
過
ぎ
（
フ
ラ
ン
ス
畔
）
マ
イ
ン
ソ
獲
、
左
岸
の
鐵
道
に
よ
っ
て
ラ
イ
ン
河

廊
下
ろ
。
照
隠
に
好
ビ
。
ー
ー
爾
替
の
用
享
も
あ
っ
て
、
入
畦
牛
ビ
ン
ゲ
ン
ミ
い

ふ
田
會
町
に
下
車
し
、
買
物
し
糞
り
、
城
跡
に
登
つ
索
り
し
六
が
、
楽
日
來
の
不

愉
快
つ
y
き
に
ひ
き
か
へ
、
此
の
町
の
人
も
景
色
も
非
常
に
吾
々
の
心
を
喜
ぱ
ぜ

索
〇
　
十
一
畦
ビ
ン
ゲ
ン
嚢
、
人
の
込
ま
な
い
寧
室
々
自
由
に
し
な
が
ら
、
ラ
イ
ン
の

美
鼠
泉
た
眺
め
つ
、
北
へ
走
ろ
。
河
の
躍
剛
岸
に
、
叉
、
耐
凹
の
中
直
阿
に
■
、
つ
y
い
て
這
送

迎
て
る
多
く
の
古
城
趾
に
、
全
く
、
欧
洲
中
世
の
糟
巻
存
見
ろ
心
地
し
て
、
か
う

し
索
歴
史
の
好
き
な
自
分
の
心
た
踊
ら
ぜ
六
。
十
「
時
運
、
か
の
歌
な
う
カ
ひ
つ

、
ロ
ー
ン
ラ
イ
の
山
石
角
を
涌
一
渦
「
一
時
に
は
｝
コ
プ
レ
ン
ソ
為
維
、
二
時
小
†
に
は
い
七

つ
山
の
嶺
々
為
望
む
〇

　
三
時
瀞
ン
に
下
車
・
o
日
の
あ
る
内
に
ぜ
、
早
速
、
有
名
な
此
の
大
繭
天
工
塵
な

四
一
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訪
問
。
幸
ひ
、
盛
長
キ
ユ
ス
ト
ナ
ー
教
授
に
迎
へ
ら
れ
、
案
内
さ
れ
て
十
五
吋
窮

一
員
望
陣
細
書
宜
ハ
の
他
な
見
れ
。
此
所
ば
照
日
ア
ル
ゲ
ラ
ン
デ
ツ
が
ボ
ン
星
表
た
作
つ
力

天
丈
憂
な
の
で
、
特
に
頼
ん
で
其
れ
に
使
用
さ
れ
糞
垂
吋
の
（
今
な
ら
ば
お
も
ち

ゃ
見
た
い
な
）
望
遠
鏡
た
見
ぜ
て
貰
ひ
、
爾
、
・
其
の
昔
し
の
槻
繍
帳
も
見
ぜ
て
三
つ

大
。
自
分
ば
蔓
長
に
「
あ
な
穴
が
緯
度
愛
化
鳥
嚢
見
ぜ
ら
れ
宏
時
の
天
頂
望
蓮
．
蛎

に
？
」
亡
き
く
亡
、
「
ベ
ル
リ
ン
に
あ
り
ま
す
」
ε
の
返
冨
で
あ
っ
六
。

　
天
文
塵
た
見
て
後
、
日
中
ま
で
に
ε
、
大
急
ぎ
、
べ
ー
ト
ー
証
ン
の
家
へ
馳
け

つ
け
穴
が
、
畦
既
に
逞
か
つ
カ
の
匡
心
念
で
あ
っ
れ
。

　
夕
食
後
、
六
蒔
ボ
ン
襲
。
申
時
間
後
に
ケ
ル
ン
に
着
い
旗
。
定
ご
ろ
が
、
此
所

ば
英
國
軍
隊
の
占
頗
地
帯
で
、
多
く
の
ホ
テ
ル
が
徴
獲
さ
れ
て
る
ろ
糞
め
、
ド
ー

ム
附
近
に
今
夜
ほ
宿
の
室
が
一
つ
も
あ
い
て
み
な
い
定
の
事
。
ー
ー
之
れ
に
ば
大

閉
口
Q
い
る
一
奔
走
し
て
群
言
が
、
決
局
駄
目
亡
わ
か
り
、
氣
た
腐
ら
ぜ
て
、

急
に
、
思
ひ
切
っ
て
、
夜
行
で
覇
逸
か
逃
げ
出
す
書
定
め
糞
。
汽
車
に
十
一
時
牛

獲
。
ア
・
ヘ
ン
た
経
て
、
白
M
図
プ
ル
ユ
ツ
セ
ル
へ
〇

十
一
月
三
日
（
金
）

　
朝
六
時
プ
ル
ユ
ツ
セ
か
市
の
北
停
車
場
着
。
テ
ツ
ミ
ヌ
ス
・
ホ
テ
ル
に
入
る
。
英

子
が
宿
で
眠
っ
て
み
ろ
間
に
、
自
分
に
附
近
の
街
路
た
、
プ
ル
ス
湯
ま
で
歩
き
ま

に
つ
て
、
案
内
書
五
玉
ふ
。
午
後
か
ら
ば
爾
人
で
フ
ル
ケ
ー
ル
廣
場
、
プ
ル
ス
廣

揚
、
大
廣
揚
、
サ
ン
・
ジ
ャ
ン
廣
揚
、
王
宮
構
図
、
公
園
等
な
散
歩
し
、
植
物
園

た
見
て
玄
武
。
i
一
北
風
が
寒
い
。

十
隔
月
八
日
（
土
）

　
朝
十
一
時
、
か
ね
て
ゾ
ン
ビ
i
氏
に
敏
ば
っ
て
隅
直
い
六
　
遡
り
の
雷
割
車
・
で
b
市
の

南
蔀
の
ユ
ク
ル
に
王
立
大
丈
憎
塁
た
訪
問
、
副
純
量
長
ス
ト
ル
ー
バ
ン
氏
に
需
捌
合
目
。
の

ち
、
二
人
の
助
手
に
交
る
λ
V
案
内
さ
れ
て
、
六
吋
子
午
環
、
十
五
吋
赤
道
儀
、

十
三
吋
腐
眞
楽
な
ご
た
見
、
叉
、
地
下
室
で
匡
珍
ら
し
い
月
球
摸
型
な
見
力
i
一

西
洋
の
學
者
に
ば
畦
々
か
う
し
穴
も
の
潜
作
る
機
智
亡
余
砧
定
が
あ
ろ
Q

　
午
後
ば
電
車
で
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
の
古
戦
場
へ
行
き
、
ラ
イ
オ
ン
塔
に
登
つ
訊
バ
リ

ミ
ウ
ゼ
た
見
糞
リ
、
パ
ー
ラ
マ
た
了
い
れ
り
し
て
、
百
年
前
の
大
戦
た
偲
ぶ
i
ー

タ
⊥
ガ
、
プ
ル
ユ
ツ
セ
〃
に
爵
即
っ
て
、
宿
の
近
く
の
活
動
爲
ロ
真
意
で
「
ナ
ポ
レ
ナ
ン
」

ε
い
ふ
豊
為
見
甑
ム
の
に
、
興
味
が
深
か
つ
六
Q

十
旧
月
九
日
（
日
）

　
朝
食
後
、
洩
り
定
ぴ
出
し
て
、
植
物
園
の
向
ふ
に
、
蕾
天
詰
責
の
跡
を
見
穴
。

建
物
に
大
毒
元
の
形
を
残
し
、
子
午
線
室
な
ご
屋
根
の
形
で
明
ら
か
に
認
め
ら
れ

る
が
、
今
に
建
物
全
部
に
農
務
省
ビ
な
っ
て
み
ろ
。

　
午
後
｝
晧
、
南
停
車
場
よ
り
急
行
列
車
で
パ
リ
に
向
ふ
。
二
丁
宇
國
境
通
過
、

四
蒔
頃
、
サ
ン
・
カ
ン
タ
ン
羅
の
内
外
に
惨
斜
月
る
戦
争
跡
た
見
る
。
f
一
途
中

か
ら
汽
車
ば
大
に
逞
れ
、
七
時
漸
く
パ
リ
着
Q
ホ
テ
ル
・
ア
ン
テ
ル
ナ
ツ
ナ
ナ
ル
に

入
ろ
o
l
I
之
れ
で
西
隊
の
巡
測
族
露
な
終
へ
乳
わ
け
。

十
國
月
三
日
（
月
）

　
午
凸
剛
中
に
族
行
の
残
務
整
理
の
六
帆
り
、
大
使
館
…
へ
行
つ
管
玉
㍉
〃
ソ
〃
へ
行
一
つ

六
リ
。

　
午
後
三
蒔
、
川
端
の
フ
ラ
ン
ス
學
院
内
の
理
學
ア
カ
デ
ミ
ー
愚
心
の
傍
酪
に
出

か
け
乳
。
ビ
グ
ー
ル
ダ
ン
評
定
ラ
。
〃
ロ
フ
氏
（
共
に
マ
ド
リ
ド
で
會
つ
六
こ
ぜ
の

あ
る
）
ε
が
座
長
席
で
乱
裁
配
な
振
っ
て
ゐ
表
Q
ー
ー
室
内
の
構
へ
ぜ
い
ひ
、
集
ま

つ
糞
學
者
六
ち
の
態
度
ε
い
ひ
、
さ
す
が
に
三
百
年
の
歴
史
を
持
つ
瘡
學
府
の
威

嚴
定
灌
小
出
を
表
秘
し
て
ゐ
旗
O

十
一
月
十
一
日
ρ
火
）

　
ゐ
ハ
雑
T
岨
剛
の
鷺
洲
屯
人
戦
休
齢
諮
記
合
心
n
口
で
、
、
A
コ
n
口
㎏
μ
パ
可
一
も
大
祭
口
H
、
　
エ
ト
ー
ソ
ル
の
1

脂
汁
で
に
大
仕
掛
け
な
軍
國
的
儀
式
が
催
さ
れ
ろ
Q
自
分
等
も
十
蒔
頃
か
ら
シ
ャ

ン
ゼ
リ
ゼ
ー
の
口
に
立
っ
て
之
れ
た
見
糞
。
ー
ー
午
後
1
ー
ッ
ー
ザ
ッ
か
ち
チ
ュ
イ

ソ
リ
ー
の
園
あ
蓉
り
を
散
歩
し
六
が
、
こ
・
で
も
色
ん
な
示
威
蓮
動
が
行
に
れ
て

る
カ
。

　
夕
方
、
宿
で
小
室
、
松
山
爾
氏
に
會
ふ
Q

十
一
月
署
内
唖
日
（
水
）

　
ベ
ル
ギ
ー
旅
行
中
p
μ
可
な
り
案
・
か
っ
糞
の
に
冒
、
。
バ
リ
へ
静
蹄
っ
て
、
見
れ
ば
案
外
に

暖
か
い
の
で
喜
ん
だ
も
の
の
、
も
ば
や
冬
も
近
い
わ
け
で
あ
ろ
か
ら
、
今
日
に
サ

デ
リ
街
へ
行
っ
て
、
外
套
恥
～
曲
窟
づ
㌧
買
ふ
。

來
週
の
英
國
旅
行
に
、
自
分
蜀
り
行
く
ε
し
、
英
子
ば
居
残
っ
て
、
パ
”
な
出

席
る
だ
け
研
究
す
ろ
こ
定
更
す
ろ
Q

十
剛
月
十
三
日
（
木
）
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朝
ラ
〃
ロ
フ
氏
な
博
物
館
に
訪
れ
る
つ
も
り
で
あ
っ
六
が
、
時
間
が
逞
れ
て
了
つ

雲
の
で
、
中
止
。
ア
ラ
ゴ
通
り
准
歩
い
て
天
草
璽
を
訪
れ
褻
長
に
面
會
の
乾
た
頼

ん
で
置
い
て
絶
つ
雲
。

　
午
後
に
ル
ー
ヴ
ル
博
物
館
の
ギ
”
シ
や
彫
刻
た
見
る
ー
ー
有
名
な
ミ
ロ
の
ヴ
イ

ナ
ス
な
ご
。

十
口
月
勢
四
日
（
金
）

　
午
後
三
時
、
蜀
り
で
天
測
豪
々
訪
ひ
、
皇
長
、
バ
ヨ
ー
氏
に
面
會
、
息
（
T
・
）
バ

ヨ
ー
氏
の
案
内
で
本
館
の
杜
部
室
や
展
萱
室
、
叉
、
別
館
の
十
三
吋
爲
眞
鏡
や
、

子
午
環
室
な
ご
、
主
な
も
の
秘
見
る
。
さ
ず
が
に
廣
ぐ
て
、
大
き
く
て
、
短
時
間

に
匡
見
盤
ぜ
な
い
。
今
日
匡
一
部
に
止
め
、
夕
方
、
一
助
手
に
件
に
れ
て
、
ア
ラ

ゴ
通
の
プ
ラ
ン
會
肚
た
訪
ふ
乳
、
此
の
會
肚
ぽ
凝
し
の
ゴ
ー
チ
エ
ー
會
敢
た
総
…
い

だ
有
名
な
天
丈
器
械
製
造
會
祉
で
。
今
日
見
六
も
の
の
申
に
も
日
本
か
ら
注
丈
の

子
午
儀
四
つ
ビ
子
午
環
一
基
ε
が
重
ん
ご
完
成
に
近
づ
い
て
ゐ
旗
Q

十
一
月
十
置
日
（
土
）

　
寒
い
。

　
朝
の
闇
凹
、
山
央
団
図
旅
券
局
へ
行
つ
六
リ
、
日
本
の
・
穴
翫
使
館
へ
行
っ
た
り
Q
午
後
、
ば
｝

イ
タ
可
や
街
へ
買
ひ
物
に
行
く
。

十
一
月
†
六
日
（
日
）

　
英
子
に
見
逡
ら
れ
て
、
朝
十
時
サ
ン
・
ラ
ザ
ー
ル
停
車
場
な
英
國
行
特
別
列
車
で

出
獲
。
午
後
一
時
デ
エ
プ
着
、
直
ち
に
連
絡
船
に
乗
り
移
り
、
ま
も
な
く
出
帆
。

可
な
り
揺
ら
れ
つ
』
、
五
時
ニ
ウ
・
ヘ
ヴ
ン
港
着
〇
一
通
り
の
族
券
及
税
額
．
検
査
を

終「

ﾖ
、
南
部
鐵
道
に
よ
り
、
山
ハ
時
ぬ
†
ロ
ン
ド
ン
の
非
ノ
・
〃
｝
リ
ア
停
宙
㍗
場
垂
泪
Q
近

く
の
べ
ル
グ
ラ
非
ア
・
ホ
テ
ル
に
入
る
。

十
隔
月
十
七
日
（
月
）

　
ヒ
に
か
く
ロ
ン
ド
ン
の
街
…
々
な
見
れ
げ
一
な
る
ま
い
亡
、
か
ね
て
謝
讃
ん
で
署
一
い
れ

案
内
書
の
知
識
准
糞
よ
り
、
朝
食
後
、
パ
キ
ン
ガ
ム
宮
殿
、
議
院
ス
ク
エ
ア
、
非

〃
ト
リ
ア
堤
、
ノ
ー
ザ
ン
バ
街
、
チ
ヤ
リ
ン
グ
・
ク
ロ
ス
、
ト
ラ
フ
ア
ツ
ガ
ー
。
ス

ク
エ
ア
、
ス
ト
ラ
ン
ド
、
ブ
リ
董
ト
街
、
聖
ポ
ー
ル
寺
、
～
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の

順
に
一
巡
し
て
、
序
で
に
横
濱
正
金
銀
行
や
、
日
本
郵
船
會
肚
へ
も
寄
っ
て
、
用

事
潜
す
ま
し
、
そ
れ
か
ら
ロ
ン
ド
ン
橋
為
わ
糞
り
、
下
ウ
ソ
ー
街
か
ら
電
車
で
グ

リ
ン
ヰ
チ
公
園
に
．
行
く
。

　
公
園
の
申
の
グ
リ
ン
ヰ
チ
天
尊
皇
に
着
い
六
の
に
三
会
少
し
前
。
直
ち
に
所
長

ダ
イ
ソ
ン
博
士
に
會
ひ
、
暫
く
話
し
六
後
、
昨
夏
ダ
ー
ト
マ
ス
大
會
の
折
既
に
見

恥覚

ｦ
諏
の
る
ツ
ヤ
ク
ソ
ン
氏
に
、
案
内
さ
れ
て
、
二
十
山
ハ
吋
宣
蟹
呉
鏡
や
、
二
十
八
吋
赤

道
儀
や
、
八
吋
大
子
午
環
や
、
八
吋
爲
眞
天
頂
管
や
、
そ
れ
か
ら
立
派
な
証
交
室

な
ご
も
見
六
Q
日
食
爲
眞
為
幾
板
か
、
妹
に
ア
イ
ン
シ
タ
イ
ン
問
題
々
最
初
に
灘
…

写
し
六
爲
虞
原
板
も
見
ぜ
ら
れ
六
。
か
れ
て
聞
き
知
つ
で
想
縁
に
し
て
ゐ
六
が
、

二
十
入
吋
の
虐
待
の
さ
れ
方
、
大
子
午
環
の
古
び
れ
目
盛
り
な
ご
ば
驚
い
糞
。
あ

距
ら
蕗
の
有
名
な
天
丈
峯
の
肝
腎
な
設
備
を
、
徒
ら
に
英
國
氣
質
で
保
存
に
の
み

力
め
す
、
む
し
ろ
思
ひ
切
っ
て
改
良
し
な
く
て
に
な
る
ま
い
Q
（
名
篇
に
よ
る
定
、

此
の
天
丈
墓
に
日
本
人
訪
問
者
の
数
多
い
こ
亡
－
一
一
　
自
分
は
今
日
取
り
次
ぎ
た
待

つ
間
に
数
へ
て
見
れ
所
に
よ
る
ぜ
、
十
月
始
め
か
ら
今
日
ま
で
に
五
十
入
人
あ
っ

六
1
一
そ
れ
が
何
れ
も
日
本
の
天
文
豪
た
さ
へ
全
く
知
ら
な
い
ら
し
い
素
人
ば
か

り
。
）

　
聞
い
糞
に
ま
さ
る
ロ
ン
ド
ン
の
駝
鵬
に
・
も
驚
い
糞
O
ご
う
も
之
れ
に
或
ろ
程
度
ま

で
人
工
的
な
も
の
三
思
ば
れ
る
の
だ
が
…
…
…
Q

π
　
　
よ
　
り

　
教
室
で
敷
に
つ
糞
こ
定
に
、
記
憶
ず
べ
か
ら
ざ
う
も
の
」
如
く
、
そ
の
ま
》

學
校
に
置
い
て
來
ま
し
六
の
に
、
星
に
封
っ
て
の
面
白
さ
の
み
匡
、
ど
う
し
て

か
、
い
つ
ま
で
も
胸
に
生
き
て
居
ま
す
。
西
南
の
空
に
大
き
い
光
度
の
為
見
つ

け
ま
し
糞
O
早
速
、
星
座
表
な
探
し
て
見
ま
す
が
、
見
在
り
ま
ぜ
ん
O
ハ
テ
ミ

考
へ
れ
ば
、
あ
」
あ
れ
』
μ
遊
星
定
氣
が
μ
付
き
ま
し
れ
Q
ほ
ん
」
こ
・
り
に
大
斗
・
い
美

し
い
星
で
す
。
世
為
忘
れ
、
塵
為
忘
れ
、
人
た
さ
へ
忘
れ
て
星
の
研
究
を
御
重

れ
に
な
っ
て
居
ろ
方
々
が
思
に
れ
ま
す
。
（
T
U
）

四
三


